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１．概要（Summary） 

 生物の優れた特性を工学や医学分野への応用を実現

可能にする技術、いわゆるバイオミメティクスに関する研

究が盛んに進められている。本研究室では、カモフラージ

ュを行う生物から抽出したグアニン結晶に関して様々な実

験を試みた。グアニン結晶は非常に小さい物質のため、

溶液中ではブラウン運動を起こし方向が定まらない問題

があり、結晶をコントロールする必要があった。また、グア

ニン結晶はリフレクターとしての役割を果たし、マクロな領

域での可視化に成功している。本研究では、マイクロな領

域で結晶の可視化を行うことが出来るか調査するために

マイクロ流路を設計した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・マスクレス露光装置 

・深掘エッチャー 

・段差計 

 

【実験方法】 

 設計図を Fig.1に示す。 

前年度利用報告F-15-R0-0036では、基板に溝を掘った。

同じ工程で微細加工を行ったが、今回は溝を掘らず反対

に突起にさせることで型となり、HDMS とスライドガラスに

よりマイクロ流路を設計した。マイクロ流路は長さ 3cm、幅

200μmになるように設計した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

完成図を Fig.2に示す。 

設計図を基に、微細加工を施し、その後 HDMS とスライ

ドガラスと密着させることによりマイクロ流路を作製した。長

さ、幅に関しては設計通りの結果となった。深さは若干誤

差が生じたが、約 50µmになった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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Fig.1 Blueprint of wafer 

 

 

 

Fig.2 A model of fabricated microchannel 

 

 


